
伊勢湾台風から５０年伊勢湾台風から５０年

※「中部の水害」より

1959.10.22 浸水したままの家屋（碧南市前浜新田）

豊橋河川事務所豊橋河川事務所

～～ 矢作川の出水状況矢作川の出水状況 ～～



気象の概要

降雨・出水の概要

昭和34年9月21日マリアナの東で発生した台風15号は、26日18時に潮岬に上陸
し、時間雨量40～70mmの激しい降雨を伴い北上した。

強風による吹き寄せと低気圧による吸い上げ効果によって起こった高潮は、名
古屋港において、観測史上最高となるN.P.5.31m（名古屋港基準面）の潮位を記録
した。
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矢作川では、時間雨量40～70mmの激しい降雨となり、9月27日 5:00に米津地
点で4.94mと計画高水位(5.36m)に迫る大洪水となった。

●台風経路図 ●気圧の推移と潮位の変化（名古屋港）

※「自然に学び、自然に備える」（（社）中部建設協会）より
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●総雨量分布図（9月23日～27日）

矢作川

●矢作川平均雨量

●矢作川（米津）水位

HWL 5.36m
9月27日 5:00

9月26日 9月27日
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災害状況（東海三県）

海抜０メートル地帯では、台風後も長い間浸水状態が続いた。海部郡南部周辺
では、決壊した堤防が修復され排水が完了するまで、120日間以上にわたり浸水
状態が続き、浸水区域の被害を一層大きくした。

●伊勢湾台風による決壊箇所と浸水状況図

●東海三県被害状況
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国土交通省 中部地方整備局

豊橋河川事務所

〒441-8149 豊橋市中野町字平西1-6

TEL．０５３２（４８）８１０７ FAX．０５３２（４８）８１００

http://www.cbr.mlit.go.jp/toyohashi/

※「中部の水害」より

①

②

③

1959.9.28 流失した日名橋

1959.9.28 流失した久澄橋

1959.9.28 浸水した碧南干拓地の家屋

③

矢作川では、大洪水に暴風、高潮も重なり、河口部のいたるところで堤防が決
壊し、西三河の死亡者163、負傷者5,297、行方不明3、家屋流失・全半壊27,000戸
以上にのぼる大災害となった。

災害状況（矢作川）
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